
　

4
月
1
日（
金
） 「
利
根
保
健
生
協
辞
令
交
付
式
」
が
開
催
さ
れ
、
62
人
の
職
員
が

新
し
く
入
職
し
ま
し
た
。
交
付
式
に
引
き
続
く
２
日
間
の
研
修
は
、
社
会
人
と
し
て

の
規
律
や
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
心
構
え
、
当
生
協
の
概
要

と
医
療
福
祉
生
協
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第632号2022年5月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生協　2022 年 3 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,229 人

出 資 金 額・・・・1,650,374,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・56,464 円

理事33名　監事4名　総代204名　班長1,510名

＊3月の新規加入組合員数は、91人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,600　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

医
師
や
研
修
医
17
人
、
看
護
師

な
ど
看
護
系
職
員
14
人
、
薬
剤
師

や
理
学
療
法
士
な
ど
技
術
系
職
員

23
人
、
事
務
系
職
員
６
人
、
介
護

福
祉
士
な
ど
介
護
系
職
員
２
人
と

幅
広
い
資
格
か
ら
総
勢
62
人
が
入

職
し
ま
し
た
。

　

大
塚
理
事
長
か
ら
は
「
利
根
中

央
病
院
は
組
合
員
の
要
望
に
応
え

る
病
院
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
救
急
な
ど
の
医

療
を
担
い
、
研
修
を
通
じ
て
人
材

育
成
を
行
い
、
地
域
産
業
と
し
て

の
責
務
が
あ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
医
科
・
歯
科
・
介

護
事
業
所
の
所
長
３
人
か
ら
も
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
を
代
表
し
て
、
利
根

歯
科
診
療
所
の
生
津
栞
さ
ん
か
ら

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
の
終
息
に
は
ま
だ
ま
だ
め
ど
が
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新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報

道
関
係
に
目
を
向
け
る

と
児
童
虐
待
に
対
し
て

の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶

た
た
ず
、
心
を
痛
め
る

機
会
が
多
い
。
全
国
の
児
童
虐

待
に
対
す
る
相
談
件
数
は
令
和

２
年
度
で
20
万
５
０
２
９
件
あ
り

過
去
最
多
を
記
録
し
て
い
る
と
い

う
。
群
馬
県
で
も
平
成
22
年
か
ら

統
計
を
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
こ
２
年
で
急
激
な
増
加
傾
向
を

み
せ
て
お
り
当
初
の
３
倍
と
こ
ち

ら
も
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
▼

児
童
虐
待
の
件
数
が
過
去
最
多
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
で
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
が
蓄

積
し
、
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

た
」
と
専
門
家
は
分
析
し
て
い
る

が
、
多
く
の
場
合
は
ひ
と
つ
の
こ

と
が
原
因
で
は
な
く
、
様
々
な
要

因
が
重
な
っ
た
と
き
に
関
係
が
不

安
定
に
な
り
虐
待
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
い
う
。
虐
待
の
要
因
の
ひ

と
つ
に
「
親
の
要
因
」
が
あ
り
、

大
半
の
親
は
ひ
と
り
で
苦
し
み
、

悩
み
続
け
た
そ
の
結
果
が
子
ど
も

へ
の
虐
待
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る

が
、
親
を
責
め
る
の
で
は
な
く
周

囲
で
支
え
手
を
差
し
伸
べ
る
し
く

み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
▼
利
根
保
健
生
協
は
委
員
会

の
企
画
で
昨
年
末
に
子
育
て
世
代

の
保
護
者
に
対
し
て
「
子
育
て
応

援
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
て
お

り
、
何
ら
か
の
理
由
で
悩
ん
で
い

る
方
が
７
割
以
上
も
存
在
す
る
と

い
う
結
果
を
得
た
。
そ
こ
で
、
多

く
の
悩
み
に
対
す
る
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
要
望
が
多
か
っ
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
生
協
の
専
門
職
員

を
講
師
に
小
グ
ル
ー
プ
で
の
座
談

会
を
企
画
し
て
い
る
▼
生
協
と
し

て
少
し
で
も
子
育
て
世
代
の
力
に

な
れ
れ
ば
、
そ
し
て
そ
れ
が
地
域

で
こ
ど
も
を
見
守
れ
る
環
境
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
（
常
務
理
事
・
山
田
）

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

６２６２
人
の
新
入
職
員

人
の
新
入
職
員

新
し
い
力
で
地
域
に
貢
献

新
し
い
力
で
地
域
に
貢
献

写
真
撮
影
の
た
め
マ
ス
ク
は
は
ず
し
て
い
ま
す

辞
令
交
付
式

立
た
ず
、
不
安
や
緊
張
が
募
る
毎

日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療
従
事

者
と
し
て
の
責
任
感
と
自
覚
を
持

ち
、
一
人
ひ
と
り
が
徹
底
し
た
感

染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
地
域
の

方
々
や
患
者
様
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
途
採
用
者
も
含
め
68
人
が
参

加
し
た
研
修
は
、
感
染
予
防
も
考

慮
し
て
講
義
形
式
を
中
心
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
全
員
が
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
用
紙
を
使
っ
て
、

そ
の
職
業
に
就
い
た
理
由
な
ど
自

己
紹
介
。
講
義
で
は
、「
利
根
保

健
生
協
の
歴
史
」、「
組
合
員
活
動

の
紹
介
」、「
院
内
感
染
」、「
医
療

安
全
に
つ
い
て
」
や
、「
個
人
情

報
保
護
法
・
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
シ
ス

テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」、「
就
業

規
則
」
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
先

輩
職
員
か
ら
の
「
社
会
人
、
医
療

介
護
・
福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て

の
接
遇
マ
ナ
ー
」
の
講
義
で
は
、

皆
さ
ん
う
な
ず
き
な
が
ら
納
得
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

新
入
職
員
研
修

沼
田
東
支
部
13

　

 

大
木
カ
ツ
子

　

 

大
竹　

俊
夫

　

 

小
幡　

普

　

 

金
子
れ
い
子

　

 

狩
野　

裕
子

　

 

黒
崎　

敏
一

　

 

田
中　

檀

　

 

⻆
田
さ
ゆ
り

　

 

西
村　

益
美

　

 

平
賀　

信
夫

　

 

本
間
裕
美
子

　

 

町
田　

昌
美

　

 

宮
田　

清

沼
田
中
支
部
６

　

 

今
井　

政
子

　

 

生
方　

民
子

　

 

林　
　

経
子

　

 

原　
　

勇

　

 

布
施
キ
ミ
江

　

 

吉
野　

峯
子

沼
田
西
支
部
８

　

 

生
方
勢
津
子

　

 

大
平　

則
子

　

 

加
藤　

岩
男

　

 

金
子　

京
子

　

 

金
子　

元
二

　

 

小
池
よ
し
子

　

 

小
林　

正
子

　

 

塩
野　

國
造

沼
田
南
支
部
６

　

 

飯
田　

武
一

　

 

大
嶋　

忠

　

 

小
林　

宏
治

　

 

中
島
サ
ト
子

　

 

深
代　

徳
善

　

 

綿
貫
新
一
郎

沼
田
北
支
部
13

　

 

井
之
川
博
幸

　

 

大
渕　

康
宇

　

 

木
榑　

峰
子

　

 

小
林　

光
夫

　

 

斎
藤　

一
章

　

 

高
橋　

英
子

　

 

武
井
喜
久
子

　

 

⻆
田　

正
男

　

 

中
村　

哲
雄

　

 

星
野　

好

　

 

星
野
ト
キ
エ

　

 

星
野
ひ
さ
子

　

 

増
田　

幸
男

利
南
支
部
13

　

 

阿
彦　

昭
弘

　

 

石
井　

英
彦

　
 

梅
澤　

章
二

　
 

大
竹　

春
江

　
 

岡
本　

明

　

 
小
野　

隆
義

　

 
坂
爪　

清
子

新
総
代
紹
介
（
支
部
別　

50
音
順
）

◆
任
期
：
２
０
２
２
・
４
・
１
〜
２
０
２
４
・
３
・
31

　

 

高
井　

和
平

　

 

⻆
田　

宏
枝

　

 

戸
田
ト
モ
子

　

 

戸
部　

幸
雄

　

 

西
畠
み
ど
り

　

 

船
越
久
美
子

池
田
支
部
８

　

 

大
竹　

登

　

 

小
野　

光
良

　

 

木
内　

仁
志

　

 

斎
藤　

彰

　

 

斎
藤　

豊

　

 

芝
崎　

雅
夫

　

 

田
村　

彦
一

　

 

松
井
長
太
郎

薄
根
支
部
13

　

 

五
十
嵐
一
夫

　

 

石
原　

政
三

　

 

小
野
里
友
一

　

 

金
子　

幸
子

　

 

小
林　

順
一

　

 

佐
藤　

生
一

　

 

滝　
　

四
郎

　

 

田
村　

大
吉

　

 

奈
良　

秀
男

　

 

野
村　

幸
恵

　

 

羽
鳥　

知
容

　

 

笛
木　

信
行

　

 

丸
岡　

勇
吉

川
田
支
部
７

　

 

秋
山　

敏
子

　

 

生
方　

準
一

　

 

岡
野　

行
男

　

 

三
枝
美
津
乃

　

 

田
村　

貴
子

　

 

野
口　

恭
子

　

 

馬
場　

恒
康

白
沢
支
部
９

　

 

石
井　

征
子

　

 

入
澤　

重
子

　

 

佐
藤　

敏
裕

　

 

⻆
田　

梅
子

　

 

⻆
田　

雄
次

　

 

中
村
美
智
子

　

 

西
川
千
代
子

　

 

藤
井
エ
ミ
子

　

 

増
田　

智
海

利
根
北
支
部
８

　

 

秋
山　

達
男

　

 

井
上
さ
だ
子

　

 

金
子
吉
五
郎

　

 

小
林　

喜
市

　

 

田
辺
ヤ
ヨ
イ

　

 

富
岡　

重
男

　

 

中
澤　

貞

　

 

山
田　

廣
治

利
根
南
支
部
５

　

 

佐
々
木
美
恵
子

　

 

⻆
田
よ
し
江

　

 

根
立　

芳
江

　

 

長
谷
川
久
代

　

 

藤
井
美
智
男

片
品
支
部
13

　

 

北
島
ま
つ
子

　

 

草
地　

紀
雄

　

 

桑
原
藤
太
郎

　

 

佐
藤　

八
郎

　

 

千
明
建
太
郎

　

 

千
明
み
江
子

　

 

萩
原　

徳
重

　

 

萩
原　

均

　

 

星
野　

育
雄

　

 

星
野　

和
久

　

 

星
野　

孝
俊

　

 

星
野　

辰
衛

　

 

吉
野　

彰
二

川
場
支
部
８

　

 

生
方　

邦
雄

　

 

田
中　

利
明

　

 

戸
部　

信
雄

　

 

信
澤　

昇

　

 

原
田
み
つ
江

　

 

宮
田　

勉

　

 

村
山
三
枝
子

　

 

吉
野　

長
治

月
夜
野
東
支
部
14

　

 

江
口　

健
己

　

 

木
村
か
よ
子

　

 

櫛
渕　

明
夫

　

 

小
池　

正
喜

　

 

杉
山
久
美
子

　

 

髙
橋　

恵
子

　

 

髙
橋　

正
人

　

 

都
丸　

富
子

　

 

中
村　

秀
夫

　

 

深
津
ハ
ル
イ

　

 

藤
岡
紀
代
子

　

 

増
田
き
み
子

　

 

増
田
喜
與
志

　

 

横
田　

伸
次

月
夜
野
西
支
部
12

　

 

石
田
千
恵
子

　

 

大
川　

晴
芳

　

 

小
野　

幹
雄

　

 

斉
藤
と
し
子

　

 

鈴
木
初
太
郎

　

 

高
橋　

芳
子

　

 

武
川　

一
子

　

 

長
濱　

水
郎

　

 

林　
　

友
好

　

 

原
澤　

忠
告

　

 

原
澤　

芳
雄

　

 

茂
木
美
江
子

水
上
支
部
13

　

 

阿
部　

貴
代

　

 

阿
部　

弘

　

 

稲
垣　

茂
治

　

 

大
塚
満
喜
子

　

 

小
野
ふ
く
江

　

 

小
幡
サ
チ
子

　

 

木
村　

栄
一

　

 

木
村　

久
子

　

 

小
林
マ
サ
子

　

 

鈴
木　

文
子

　

 

髙
橋　

吉
明

　

 

羽
鳥　

孝
子

　

 

綿
貫
は
る
子

猿
ヶ
京
支
部
５

　

 

林　

信
一
郎

　

 

林　

武

　

 

林　

千
惠
子

　

 

林　

誠
行　

　

 

笛
木
し
づ
江

須
川
支
部
６

　

 

甲
斐　

陽
子

　

 

河
合　

市
郎

　

 

河
合
フ
ミ
コ

　

 

廣
瀬　

せ
き

　

 

本
多　

太
一

　

 

本
多　

宏
門

新
巻
支
部
８

　

 

大
坪
富
美
子

　

 

見
城　

倫
子

　

 

島
崎　

芳
惠

　

 

富
澤　

豊

　

 

中
村　

茂
子

　

 

林　
　

和
枝

　

 

原
澤
あ
き
子

　

 

本
多　

春
代

昭
和
東
支
部
８

　

 

石
井　

美
江

　

 

加
藤
由
美
子

　

 

金
井　

作
男

　

 

杉
木　

哲
二

　

 

反
町　

玲
子

　

 

高
橋　

美
和

　

 

星
野
か
ね
子

　

 

吉
野
し
げ
子

昭
和
南
支
部
８

　

 

小
林
き
み
子

　

 

大
門　

信
子

　

 

竹
内　

里
美

　

 

竹
之
内
重
秋

　

 

堤　
　

輝
枝

　

 

⻆
田　

惠
子

　

 

廣
田　

健
一

　

 

持
田　

宗
武

高
山
支
部
６

　

 

大
木　

友
明

　

 

小
林
あ
い
子

　

 

登
坂　

茂
喜

　

 

平
形　

利
代

　

 

福
原　

寛

　

 

星
野　

育
雄

吾
妻
郡
１

　

 

関　
　

孝
之

赤
城
・
子
持
1

　

 

宮
内　

政
己

第46回

通常総代会
　利根保健生活協同組合定
款50条に基づき、第46回通
常総代会を以下の通り行い
ます。
　総代・正副支部長の皆さ
まには別途ご通知いたします。

利根保健生活協同組合
　　　　理事長　大 塚 隆 幸

日時  2022 年
　　　6 月 18 日（土）
　　  13 時 00 分　開会
  場所  ホテル ベラヴィータ

地域の方々や患者様の支えになれるよう日々精進してまいります地域の方々や患者様の支えになれるよう日々精進してまいります！！



通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
４
月
11
日

～
16
日
を
「
お
花
見
週
間
」
と
し
、

老
健
と
ね
３
階
屋
上
に
て
お
花
見
を

実
施
し
ま
し
た
。

耳鼻咽喉科のご案内
者
様
と
接
す
る
機
会
が
減
少
し
て

い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
看
護
部
新
人
研
修
で
は
、

昨
年
度
か
ら
組
合
員
の
方
々
に
患

者
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
入
院
す
る
時
の
場

面
を
想
定
し
、
患
者
様
か
ら
話
し

を
聞
く
練
習
を
行
い
ま
す
。
ど
の

新
人
も
、
組
合
員
さ
ん
を
相
手
に

緊
張
し
な
が
ら
お
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
も
皆
様
と
「
患
者

様
が
話
し
や
す
い
医
療
者
の
姿

勢
・
態
度
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
患
者
目
線
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

（２）第632号2022年５月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

で
、
住
宅
不
足
・
設
備
の
老
朽
化
・
地

方
と
都
市
で
の
貧
富
の
格
差
が
よ
り

大
き
く
な
る
。
治
安
が
悪
く
な
り
犯

罪
の
増
加
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
方
で
は
若
者
が
減
り
高
齢
化
あ
げ

く
に
過
疎
化
が
す
す
み
空
き
家
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
将
来
、
消
滅

す
る
可
能
性
が
あ
る
自
治
体
の
こ
と

で
、「
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
４
０
年

に
か
け
て
、
20
～
39
歳
の
若
年
女
性

人
口
が
５
割
以
下
に
減
少
す
る
市
区

町
村
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
医
自
己
紹
介

利
根
中
央
病
院

�

尾
お
崎
ざき
 佑
ゆう
太
た

沼
田
市
出
身

群
馬
大
学
卒

地
元
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
、
利
根
中
央
病
院
で
の
研
修

を
志
願
し
ま
し
た
。
17
年
間
野

球
を
や
っ
て
い
て
、
体
力
と
根

性
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
未

熟
者
で
す
が
、
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。

�

菊
きく
島
しま
 　旭
あさひ

甘
楽
町
出
身

群
馬
大
学
卒

研
修
を
機
に
利
根
・
沼
田
地

域
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

実
家
に
似
た
、
山
、
山
、
そ
し

て
山
！
の
景
色
は
、
私
に
と
っ

て
大
好
き
で
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
る
存
在
で
す
。
こ
の
地
域

で
一
生
懸
命
輝
く
医
師
で
あ
り

た
い
で
す
。

�

佐
さ
藤
とう
 聖
せい
佳
か

東
吾
妻
町
出
身

群
馬
大
学
卒

自
然
の
中
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
大
好
き
で
す
。
自
然
豊
か

な
利
根
沼
田
地
域
に
は
親
し
み

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

お
力
に
な
れ
る
よ
う
精
進
い
た

し
ま
す
。

�

野
の
中
なか
 滉
ひろ
久
なが

富
岡
市
出
身

群
馬
大
学
卒

利
根
沼
田
地
域
に
は
、
子
供

の
頃
に
ス
キ
ー
や
温
泉
に
よ
く

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
研
修

で
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、地
域
の
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

�

箱
はこ
田
だ
 祥
さち
子
こ

高
崎
市
出
身

群
馬
大
学
卒

群
馬
民
医
連
の
奨
学
生
活
動

と
し
て
、
利
根
保
健
生
協
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
多
く
、こ

の
地
域
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。皆
様
の
健
康
を
支
え
ら
れ

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

森
もり
　 湧

ゆう
也
や

長
野
原
町
出
身

群
馬
大
学
卒

利
根
沼
田
地
域
に
お
い
て
は

ス
キ
ー
で
か
た
し
な
高
原
へ
、
吹

奏
楽
演
奏
で
川
場
村
へ
よ
く
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
自
然
が
大
好

き
な
の
で
医
学
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
地
域
の
自
然

や
生
活
に
つ
い
て
も
学
び
、
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

利
根
歯
科
診
療
所

�

稲
いな
月
づき
 優
ゆう
世
せい

新
潟
県
出
身

新
潟
大
学
卒

４
月
か
ら
１
年
間
利
根
歯
科

診
療
所
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
群
馬
県
に
は
有
名
な
温
泉

地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
く
旅

行
に
来
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
が
、
地
域
の
皆

様
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
や
国
の

不
平
等
を

な
く
そ
う

目標10　
国
内
お
よ
び
国
家
間
の
不

平
等
を
是
正
す
る

世
界
人
口
は
約
78
億
人
。
そ
の
う

ち
の
最
も
裕
福
な
約
２
１
０
０
人
が

持
つ
資
産
は
、
所
得
の
低
い
約
46
億

人
が
持
つ
資
産
を
上
回
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
中
で
も
、
ほ
ん

の
一
握
り
の
人
た
ち
に
富
が
集
中
し
、

貧
し
い
人
は
よ
り
貧
し
く
な
り
、
所

得
の
不
平
等
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
非
正
規
雇
用
者
・
障
が

い
者
な
ど
に
と
っ
て
は
生
き
に
く
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
・
障

が
い
・
人
種
・
民
族
・
宗
教
な
ど
に
よ

っ
て
生
じ
る
不
平
等
を
な
く
し
、
み

ん
な
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す

こ
と
が
目
標
で
す
。

� ＳＤＧｓと協同組合
「自分ごととしてとりくもう」

第７回

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

目標11　
都
市
と
人
間
の
居
住
地
を

包
摂
的
・
安
全
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
（
し
な
や
か
・
強
靭
）
か
つ

持
続
可
能
に
す
る

現
在
、
世
界
人
口
の
半
数
以
上
の

人
が
都
市
部
で
暮
ら
し
、
こ
れ
か
ら

も
増
え
続
け
２
０
３
０
年
に
は
都
市

住
民
が
全
人
口
の
60
％
ま
で
増
え
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
で
は
人
口
が
集
中
す
る
こ
と

　4月より金曜午前の耳鼻咽喉科外来の診療を
再開しました。
　午前中のみの診療で、受付時間は 8時 40 分
〜 11 時 30 分までとなります。
診療日

〜
特
養
と
ね 

虹
の
里
〜

女
性
メ
イ
ン
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
教
室

月 火 水 木 金 土
午前 一般 一般 一般 一般 一般 一般
午後

組合員さん相手に聞き取りの練習

看
護
部
で
は
、
看
護
師
16
人
・

救
急
救
命
士
１
人
の
合
計
17
人
を

迎
え
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
よ
り
、
医
療
を
学
ぶ
学
生
が
患

病
院
看
護
部
　
新
人
研
修

利
用
委
員
が
お
手
伝
い

ト
で
し
た
が
、
今
後
も
入
居
者
様
の

心
に
寄
り
添
い
、
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ

ク
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
と

ね
虹
の
里
で
は
入
居
者
様
が
何
か
心

が
弾
む
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
な

い
か
と
考
え
、
第
一
弾
と
し
て
美
容

に
興
味
の
あ
る
入
居
者
様
を
対
象
に

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
フ
ェ
イ
ス
パ
ッ
ク
、顔
剃
り
、マ

ニ
キ
ュ
ア
な
ど
を
準
備
し
、
ふ
だ
ん

行
え
て
い
な
い
整
容
・
美
容
を
職
員

と
一
対
一
で
会
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
出
来
た
こ
と
で
、
最
初
は
「
い

い
よ
」
と
断
っ
て
い
た
人
も
「
マ
ニ

キ
ュ
ア
、
全
色
塗
っ
ち
ゃ
お
う
」
と

笑
顔
で
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

今
回
は
女
性
が
メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン

ら
見
る
桜
な
ん
て
初
め
て
だ
」
と
皆

さ
ん
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。「
屋

上
に
出
ら
れ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ

た
」
と
驚
か
れ
る
利
用
者
様
も
い
ま

し
た
。

春
の
暖
か
い
風
が
吹
き
つ
け
る

中
、
写
真
撮
影
や
屋
上
を
歩
い
た
り

と
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
ま
で
は
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
の
お
花
見
で
し
た
が
、

今
年
は
屋
上
に
て
少
人
数
ず
つ
で
行

い
ま
し
た
。
十
王
公
園
の
桜
の
開
花

が
予
定
し
た
日
程
よ
り
１
週
間
ず
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
11
日
の
週
は

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
武
尊
山
の
残
雪

を
背
景
に
咲
く
満
開
の
桜
に
「
雪
と

桜
だ
も
ん
ね
、
贅
沢
だ
ね
」「
上
か

〜老健とね お花見〜 残雪と桜を満喫



慢性腎臓病が進行し、最終的に末期腎不全に至れば、血液透析
をはじめとした腎代替療法が必要になります。

（３） 第632号2022年５月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

支部の組合員数は４０２人（２０２２年３月現在）です。

支部役員は、理事、総代、運営委員含め８人で活動

しています。２３支部の中で組合員数が一番少ない支

部ですが、地域の範囲はとても広く組合員さんとの

交流が難しい状況です。そんな中でも地元の歴史を

知ろうと「足尾銅山を支えた根利山」企画展見学を

行いました。秋には根利方面へ紅葉狩りで散策し、「林

業機械化センター」の『機関車』と『展示棟』の見

学と説明を聞くことができました。

班会活動では二本松での「お気楽会」が定期的に

集まって開催しています。

これからも支部と地域組合員さんとのつながりが

つくれるよう活動をしていきたいと思います。

支
部
活動紹

介 利 根 南 支 部

※写真は都合により運営委員会5人のみ。撮影のためマスクを外しています。

透析中の様子
（2022年 3月現在
　　 72人が治療中）

2022. 5 月号

利根中央病院

腎臓内科科長

岡部  智史

あ
な
た
の
腎
臓
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
術
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

慢
性
腎
臓
病
と
は

慢
性
腎
臓
病
（CKD

：Chronic 
Kidney Disease

）
と
い
う
病
気
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

慢
性
腎

臓
病
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
原
因

に
か
か
わ
ら
ず
３
ヶ
月
以
上
続
く

腎
機
能
低
下
を
き
た
す
全
て
の
腎

臓
病
の
こ
と
を
い
い
、
慢
性
腎
不
全

と
ほ
ぼ
同
義
に
な
り
ま
す
。
現
在
日

本
に
は
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
は
１

３
０
０
万
人
以
上
い
る
と
推
計
さ

診
断
で
尿
検
査
異
常
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
無
症
状
の
た
め
に

放
置
し
、
知
ら
な
い
間
に
末
期
腎
不

全
ま
で
進
行
し
て
お
り
、
症
状
に
気

づ
い
た
そ
の
日
か
ら
一
生
の
血
液

透
析
（
図
２
）
が
必
要
に
な
る
と
い

う
方
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
慢
性
腎
臓
病
に
な
る
こ
と
で
、

心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
障
害
な
ど
の

心
血
管
疾
患
に
３
倍
な
り
や
す
く

な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
時
点

で
慢
性
腎
臓
病
の
根
本
的
な
治
療

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
慢
性
腎
臓
病
の

治
療
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
と
し
て
ま
こ
と
し
や
か
に

語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
信

用
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
に

な
ら
な
い
た
め
に

慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
と
い
え
ば
、
①
で
き
る
限
り
早

く
に
発
見
す
る
こ
と
（
早
期
診
断
）、

②
そ
れ
以
上
に
進
行
さ
せ
な
い
こ

と
（
進
行
抑
制
）、
に
な
り
ま
す
。

早
期
診
断
の
た
め
に
は
、
前
述

の
通
り
、
慢
性
腎
臓
病
の
初
期
で
は

症
状
は
現
れ
な
い
た
め
、
年
１
回
の

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
最
適

な
方
法
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
健

康
診
断
で
尿
検
査
異
常
（
尿
蛋
白
・

尿
潜
血
）
や
腎
機
能
低
下
（
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
値
の
上
昇
）、
高
血
圧
、

高
血
糖
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
そ

れ
を
放
置
せ
ず
に
必
ず
か
か
り
つ

腎
臓
の
働
き

腎
臓
と
は
ど
ん
な
働
き
を
す
る

臓
器
で
し
ょ
う
か
？　

腎
臓
に
は

複
数
の
役
割
が
備
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
一
番
の
大
き
な
役
割
と
し
て
は

尿
を
産
生
す
る
こ
と
で
す
。
で
は
、

尿
は
何
故
つ
く
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

尿
が
つ
く
ら
れ
る
意
味

と
し
て
は
、
①
体
か
ら
出
た
老
廃
物

を
外
に
出
す
こ
と
、
そ
し
て
②
体
に

要
ら
な
く
な
っ
た
余
分
な
水
分
を

れ
、
日
本
人
の
10
人
に
１
人
以
上
が

こ
の
病
気
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
が
進
行
す
る
こ
と

で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
障
害
（
脳

卒
中
）
な
ど
の
生
命
に
関
わ
る
病
気

に
非
常
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
、
慢
性
腎

臓
病
が
進
ん
で
末
期
腎
不
全
に
至

れ
ば
、
血
液
透
析
を
は
じ
め
と
し
た

腎
代
替
療
法
が
必
要
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
（
図
１
）。

外
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

症
状
と
治
療
に
つ
い
て

慢
性
腎
臓
病
は
、
こ
の
尿
を
つ
く

る
と
い
っ
た
役
割
が
果
た
せ
な
く

な
る
た
め
、
老
廃
物
や
余
分
な
水
分

が
体
に
貯
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

体
の
だ
る
さ
や
食
欲
不
振
、
む
く
み

や
息
切
れ
な
ど
と
い
っ
た
症
状
を

呈
し
ま
す
。

し
か
し
、
腎
臓
は
肝
臓
と
同
様

に
沈
黙
の
臓
器
で
す
の
で
、
こ
う
い

っ
た
症
状
は
慢
性
腎
臓
病
が
か
な

り
進
行
し
な
い
限
り
現
れ
ま
せ
ん
。

慢
性
腎
臓
病
の
初
期
は
全
く
の
無

症
状
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
健
康

あ
な
た
の
腎
臓
は

�

大
丈
夫
で
す
か
？

て
い
る
有
用
な
薬
が
あ
り
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
に
処
方
し
て
も
ら
っ

た
こ
れ
ら
の
薬
を
き
ち
ん
と
日
々

内
服
す
る
こ
と
が
、
慢
性
腎
臓
病
の

進
行
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

け
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

進
行
抑
制
と
し

て
は
、高
血
圧
症
や

糖
尿
病
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
の
改

善
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、減
塩

や
禁
煙
、肥
満
や
高

血
糖
の
改
善
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変

換
酵
素
阻
害
薬
や

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ

ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗

薬
を
は
じ
め
と
し

た
降
圧
剤
に
は
、腎

機
能
低
下
を
抑
え
、

腎
臓
を
保
護
す
る

作
用
が
証
明
さ
れ

地域医療・介護の 懇談会

介護は突然やってくる

日頃介護で悩んでいる方 今後が心配という方に！！
申込先／期限：5月13日　先着150名

利根保健生活協同組合
生協くらしサポートセンター

☎ 22-2300

日時
場所
演者

5月21日土
ホテル　ベラヴィータ
とね訪問看護ステーション
訪問看護認定看護師
利根保健生活協同組合
専務補佐・介護部長

鳥海 清美
高橋 智憲

14:00～16:00

図１

生
活
習
慣
病
と
慢
性
腎
臓
病

生
活
習
慣
病
と
慢
性
腎
臓
病 末期腎不全

（人工透析）
慢性腎臓病

（CKD）

悪い
生活習慣

脳卒中
心筋梗塞

高血糖
内臓脂肪型

肥満 高血圧

脂質異常

メタボリックシンドローム
（生活習慣病）

週に３回、１回４～５時間かけて、身体の外に血液を取り出
し、血液中の老廃物や余分な水分を取り除いたあと、再び体
内に戻す、という治療が一生かけて必要になります。

抗凝固薬注入ポンプ 血液ポンプ
動脈側
血液回路

透析液
供給装置

ダイアライザー
（人工腎臓）

透析液 浄化された血液

静
脈
側
血
液
回
路

老廃物を含む
透析液

血液

図２ 血液透析の模式図血液透析の模式図

申し込み
参加費

無料
【
参
考
】

・
日
本
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

　

http://j-ckdi.jp/ckd/index.
htm

l

・
知
ろ
う
。
ふ
せ
ご
う
。
慢
性
腎

臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

http://w
w

w
.kyow

a-kirin.
co.jp/ckd/
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感染対策をしながら組合員活動

昭和東・南支部昭和東・南支部

　昭和の湯で新しい役員さんも参加し、 血圧、 
体組成測定を延べ50人の方々に、 久しぶりに
健康チェックを行うことができました。

昭和東支部貝野瀬昭和東支部貝野瀬

　4色あしぶみラダーをはじめてやってみまし
た。 皆さん悩みながらも、 楽しそうに頭をつ
かっていました。 「月一回ぐらいのペースで何
かやりたい」と会話がはずみました。

沼田北支部　「秋桜会」沼田北支部　「秋桜会」

　3ヵ月ぶりに全員そろっての活動となりまし
た。 ふくろう体操やＣＤの曲が流れると体が自
然と動き出しました。

　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

n
a
k
a
m
a
@
to
n
e
h
o
k
e
n
.o
r.jp

メ
ー
ル
投
稿

　

今
月
は
39
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　　

ま
た
、
絵
手
紙
や
写
真
、
手
作
り
作
品
な
ど
分
野
に
こ

だ
わ
ら
ず
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

まちかど健康チェック サークル活動 班会

絵手紙 沼田市横塚町　船越　久美子絵手紙 沼田市佐山町

田村　武子

簡易型呼気圧測定器
【タスクル】

　長いマスク生活になっています。
健康づくりとして、班会を開催して
みてはいかかでしょうか？
　タスクルの測定値を目安に吹き
戻しで練習をつづけると呼気力が
鍛えられます。

班会やサークルでご活用ください

昭和南支部入原昭和南支部入原

班会で呼気力を測定
　オーラルフレイル予防に、 お口まわりの筋
力や吹く力を鍛えるのは大変有効とされてい
ます！
　すでに吹き戻しで健康づくりをされている
方や今から始めたい方にも、 今の呼気力が
簡単に計測できる機器を生協くらしサポート
センターでも準備しました！

感染予防をして

息を吹き込んで

います！

問い合わせ先：☎22-2300

エ
プ
ロ
ン
の
似
合
ふ
母
で
す
蓬
摘
み

ほ
ろ
よ
ひ
の
下
駄
の
響
き
や
朧
月

城
址
園
花
満
開
で
孔
雀
鳴
く

青
信
号
蝶
舞
ひ
わ
た
る
後
に
つ
く

老
い
捨
て
々
目
指
す
源
流
春
の
夢

老
木
の
桜
の
幹
に
ふ
ふ
む
花

芽
柳
の
裾
ひ
く
や
う
に
水
の
上

岳
の
雪
残
す
動
物
今
年
は
何
か
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の
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や
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な
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ぐ
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来
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春

ロ
シ
ヤ
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侵
攻
悲
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廃
墟
街
民
間
人
の

遺
体
転
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る

無
差
別
の
弾
が
飛
び
交
う
ニ
ュ
ー
ス
見
て

人
の
命
は
か
く
も
軽
け
り

我
一
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雪
雪
山
登
り
た
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見
上
げ
る

空
に
飛
行
機
雲
が

沼
田
市
薄
根
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塩
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國
造

沼
田
市
堀
廻
町�

今
井　

栄
一

み
な
か
み
町
後
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番
場　

正
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み
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か
み
町
鹿
野
沢�

武
田　
　

正

オ
ミ
ク
ロ
ン
見
分
け
に
く
い
が
花
粉
症

花
び
ら
と
午
後
の
ぜ
い
た
く
露
天
風
呂

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
に
格
下
げ
新
コ
ロ
ナ

沼
田
市
薄
根
町�

大
竹　

美
鶴

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

お
詫
び

４
月
号
投
稿
者
の
吉
永
克
喜
様
の
ご
住
所
が
鍛
冶
町
で
し
た
が
、
正
し

く
は
馬
喰
町
で
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

5月14日・28日(土)
10時～12時
生協本部 南側

（東原新町）

日 時

会 場

利根保健生活協同組合

生協くらしサポートセンター
☎ 0278-22-2300

利根保健生活協同組合

おいしい地元おいしい地元のの
野菜野菜がが安い安い！！

生協生協

ハート市ハート市
雨天決行

出店料無料
出品者大募集

電話予約センター
開始時間変更のお知らせ
5月31日まで

6月1日より

平　日

平　日

土曜日

土曜日

　8：30～13：00
14：00～16：00

　9：00～13：00
14：00～16：00

8：30～12：30

9：00～12：30

利根中央病院

開始時間が9：00～
に変更となります。

※ 日曜祝日はお休み

医療福祉生協連2022年ＷＨＯ5.31
世界禁煙デーポスターコンクール

月
夜
野
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学
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作


